
網走市 部活動の地域展開説明会

網走の子どもたちの未来を考える

― 部活動地域展開が目指す新しいカタチ ―
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・根室管内標津町出身

・幼稚園から中学校まで剣道少年団 高校～バスケットボール

・羅臼町内2中学校にて1 2年間勤務（専科：家庭科 男女顧問バスケ部顧問）

・N P O法人羅臼スポーツクラブらいず クラブマネジャー（8年間）

・公益財団法人北海道スポーツ協会 総合型クラブアドバイザー（ 8年間）

・地域コミュニティ共創室 B e  s m i l e .

・令和5年度～ 北海道教育庁部活動の在り方検討支援アドバイザー

・令和7年度～ スポーツ庁地域スポーツクラブアドバイザー

自己紹介
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本日のプログラム

知る 考える 共に進む

地域展開が目指す姿と
網走市の現在地を知る

「網走なら･･･」と
地域をイメージして

考える

未来の活動環境を
地域と行政で
共に考え始める

講話 60分 対話 20分 まとめ 10分



皆さんはどのように考えていますか

部活動の地域展開
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これって必要？



5スポーツ庁 260525事業説明会説明資料より



数字で見る網走
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「部活動」＝学校での活動

生徒数や教員数によって活動が
限られる



GD Freak! より



「部活動」=先生方がすべき活動？
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令和３年７月 公益財団法人日本スポーツ協会 「学校運動部活動指導者の実態に関する調査」



未経験の教諭が指導する

↓

○技能の習得、向上を目指す生徒とのミスマッチ

○部活動の準備に時間を要する
= 教科指導・学級指導の時間が減少
= 子どもたちに影響が及ぶ

先生が大変だから



地域展開の本質

【これまで】

学校が中心となって
子どもの活動を支える

学校

部活動

子ども

【これから】

地域全体で
子どもの活動を支える

学校＋地域クラブ
＋スポーツ・文化団体
＋地域人材＋行政

子ども

→

学校から「なくす」のではなく、支える主体を地域に「広げる」



12スポーツ庁 260525事業説明会説明資料より



部活動と地域クラブは、同じもの？

学校部活動

● 学校が設置・運営

● 学校教育とのつながり

● 教員等が中心に指導

● 学校単位の活動

地域クラブ活動

● 地域の多様な団体が運営

● 認定要件のもとで活動

● 地域人材等が指導

● 学校区を越えた活動も

「部活動をそのまま地域へ移す」だけではありません。
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実施主体

○○地域クラブ：運営団体○○○○

行 政 関係団体住 民学 校

コーディネート



スポーツ庁 260525事業説明会説明資料より



スポーツ庁 260525事業説明会説明資料より



スポーツ庁 260525事業説明会説明資料より
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令和6年7月18日 設立総会
⇩

NPO法人申請へ

☆多彩なメンバー☆

水泳指導のスキルを持つ役場職員

農家に嫁いだ元インストラクター

保健師、保育士資格を有する個人事業主

農業をしながら子育てサークルを立ち上げた女性

イベント企画はお手のもの！商工会青年部担当者

村外から嫁ぎ教育委員会で働く会計年度職員

クラブ運営に必要なスキルを持つ
人財は地域にたくさん眠っている？

地域の人財の協力が不可欠
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網走市でのここまでの経過

1

令和5年度

市民向け説明会
アンケート等

→

2

令和6年度

検討期間

→

3

令和7年度

網走市としての
方針を策定

→

4

令和8年度

認定制度開始
具体化の段階へ

今は「方針を示す段階」から「地域と一緒に具体化する段階」へ。



網走市の今後のイメージ

令和8年度 地域クラブ認定制度スタート

令和10年度 学校部活動の新規部員募集停止

令和11年度 学校部活動終了・地域での活動へ

認定地域クラブ

7団体

活動する中学生

66人

子どもたちが安心して活動できるための条件があります。

教育的な活動

適切な活動時間・休養

過度にならない参加費

適切な指導

安全管理

運営体制

学校との連携

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

一定の要件を満たした団体を、網走市が認定します。

制度は始まった。
でも、

仕組みはまだ完成していません。

現在実施している部活動種目を優先的に…



これから一緒に考えたい課題

子どもの
活動機会を

どう保障する？

①実施主体

どんな活動ができるか？

②人材

誰が教える？支える？

③場所・移動

どうやって通う？

④財源

家庭負担は？

⑤運営団体

誰が全体を支える？

これらは「行政だけの宿題」ではなく、地域全体で考える課題です。



皆さんの声を聞かせてください！

アイディアを持っているのは、一つの組織ではありません。

子どもたちの
活動機会を
どう保障する？

行 政

学 校

地域クラブ

スポーツ・文化団体

保護者

地域住民

企業・大学・高校

ここからは、皆さんと一緒に考える時間です。



対 話｜20分

未来の網走の子どもたちのために

私たちがサポートできること

まずは「子どもたちの未来の姿」から話してみましょう。



これから共に･･･

子どもたちの未来のために
是非共に新しい網走のカタチを

創っていきましょう
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